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３．先行して取り組んでいる事例 

（１）軽微な工事（道路施設の復旧・補修等）や交通事故予防（支障物の除去や融雪剤散布等）に遠

隔臨場（オンライン監督）を活用する実証実験 【門司区役所まちづくり整備課】 

  〇概要 

    各区まちづくり整備課の遠隔臨場（オンライン監督）を促進するため、モデル課で短期間（３

か月）実証実験を行い、効果検証後、他区のまちづくり整備課に普及促進を図る。 

〇取組内容 

   ・実証期間：令和４年１月初旬から令和４年３月末まで 

   ・実証内容：工務係（道路）が担当する業務について「遠隔臨場（オンライン監督）」を実施 

   ※技術監理局がタブレットやスマートフォン、ソフトを貸与し、建設局と連携して実施 

〇スケジュール 

令和３年 １２月 関係課協議（まちづくり整備課・技術監理局技術企画課・建設局総務課） 

令和 ４年 １月  遠隔臨場ソフト（ＳｙｎＱ Ｒｅｍｏｔｅ）を使ったデモンストレーションを実施 

令和４年 １月  実証実験開始 （令和４年３月末まで） 

令和 ４年４月～ 効果検証後、他区まちづくり整備課へ普及促進 

（２）市で管理している公園の巡視点検を ＩＣＴ化した取組 【建設局みどり公園整備課】 

  〇概要 

    市内約 １,７００箇所の公園を、巡視員（１２名）が巡回し、公園施設の巡視点検と異常施設の

報告を行っている。タブレットや庁内ＧＩＳ を活用し自動で報告書を作成することで、業務の

効率化を図っている。 

  〇取組内容 

   ・実施期間：令和２年７月～ （試行実施） 

   ・実施内容：データベースシステムの導入（庁内ＧＩＳ サーバーに情報一元化）、報告書の自動

作成 など 

デモンストレーション実施状況 
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  〇取組効果 

   ・業務の効率化による点検頻度の向上 （巡視頻度：約４０日に １回 → ３０日に １回） 

   ・ペーパーレス化によるコストの削減（ファックスのやりとりや作成資料の印刷が不要） 

   ・自動化による集計作業の軽減 

   ・不具合の処置検討の効率化や請負業者への指示の迅速化（情報の共有化） 

異常のある施設の報告 
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（３）ゴミの不適物の搬入チェックにおけるＡＩ の活用を検討する実証試験 【環境局施設課】 

  〇概要 

    不適ごみが焼却工場に搬入され、火災等の重大事故につながる恐れがあるため、 

焼却工場の職員は、日頃からごみの搬入監視を行っているが、搬入台数が多い場合などは 

対応が困難となることがある。そこで、職員の負担を軽減し、業務を効率化するため、 

人工知能（以下、ＡＩ）を用いた検知システムの構築を目指し実証試験を行うもの。 

  〇取組内容 

   ・実証期間：令和４年１月１１日（火）～令和４年３月３１日（木） 

   ・実証内容：皇后崎工場のごみ投入口に設置したカメラ映像により、受注者ラボにて、 

ＡＩ に不適ごみを学習させ、期間中２回（１月下旬、２月下旬）、不適ごみの検知の 

精度を確認する。（受注者：株式会社ドーワテクノス、ＫｉＱ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ 株式会社） 

  〇スケジュール 

令和４年３月下旬までに課題等を含めた実証試験の報告を受け、本格導入に向けた検討を 

進める。 
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第４ 将来の公共工事関係部署の業務イメージ（例） 

「北九州市ＤＸ推進計画」では、「デジタルで快適・便利な幸せなまち」の実現をミッション（目

的・使命）に掲げ、ＤＸを推進していくとしている。 

 この計画に基づき、市役所内の公共工事関係部署のＤＸを推進するため、本プランの取組を着

実に実行する必要がある。 

 そのためには、３つの取組方針（スローガン）「生産性向上・働き方改革」「人材育成・意識改革」

「制度改正・環境整備」のもと、これまでの常識や慣習などにとらわれず、バックキャスティング

（目指す姿（ビジョン）を実現するために何をすべきか）の手法で、技術職員一人一人がＤＸに挑戦

できる職場環境づくりが重要である。 

 以下、４つのＤＸ推進に向けた取組のイメージ(例)を記載した。今後このような取組を各部署で

行い、目指す姿（ビジョン）である「職員がやる気に満ち、円滑に市民サービスを提供する職場」の

実現を図る。

１．工事、検査、契約情報の一元化（新システム構築） 

 現在、各局の工事起工課・技術監理局検査課・技術監理局契約部との間では、工事情報や契約

情報が共有化されていないため、メールもしくは紙のやりとりで情報伝達を行い、各関係部署で

Ｅｘｃｅｌ データ等により保存・管理している。 

 これらの情報を一元化し、各関係部署が各々アクセスできるようなシステムを構築することで、

データ入力作業の削減やペーパーレス化を図り、生産性の向上を目指す。 

（イメージ図） 



38 

２．テレワークや遠隔臨場（オンライン監督・検査）の普及 

現在、テレワークや遠隔臨場の試行を実施しているが、さらなる推進を図り、技術職員の働き

方改革につなげる。 

（イメージ図） 

３．公共インフラの維持管理におけるＡＩの活用 

カメラで撮影した画像などをＡＩで解析し、構造物の健全度診断（判定）を実施し、判定の標準化

や点検作業時間の短縮を図ることで、生産性の向上を目指す。 

（イメージ図） 
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４．都市型災害の予防（防災・減災）業務の効率化（総合防災情報システム構築） 

 気象情報をリアルタイムに受信し、大型モニターや電子作戦テーブル等を活用した情報共有を

円滑に行い、迅速な意思決定と生産性の向上を目指す。 

（イメージ図） 

※参考資料 

＜目次＞ 

１． 公共インフラにおけるＤＸの取組フロー 

（設計・施工・検査・完成後の維持管理（点検）の各段階での取組） 

２． 公共工事関係部署のリモートワーク環境の整備状況 

３． 北九州市ＤＸ推進計画【概要版】 
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２．公共工事関係部署のリモートワーク環境の整備状況（令和４年 １月末時点） 

局 部 区分 Ｗｉ-Ｆｉ モバイル テレワーク 備　考

技術部 全て 〇 １５ １２

契約部 事務 ○ ０ ６

総務用地部
事務
土木

○ ３ １２

道路部 ○ ０ １５

公園緑地部 ○ ５ ９

河川部 ○ １１ ９

東部整備事務所 ○ ２ ７

西部整備事務所 〇 ５ ７

（区役所） まちづくり整備課 ○ １４ １９

折尾総合整備事務所 土木 〇 ２

住宅部 〇 １

建築部 〇 １２

設備部 設備 〇 ３６

港湾空港局 港湾整備部
土木
設備

〇 １ ８

水道部
土木
設備

〇 １４

下水道部
土木
設備

〇 １５

東部工事事務所 土木 〇 ５

西部工事事務所 土木 〇 ４

産業経済局 農林水産部 土木 × ０ ９

環境局 循環社会推進部 設備 ○ ４ ３０ 施設課・３工場でＷｅｂ会議可

危機管理室 事務 × ３ ７

※「Ｗｉ-Ｆｉ」：Ｗｉ-Ｆｉ環境が整備済〇、未整備×

※「モバイル」：モバイル端末やパソコン（Ｗｅｂ会議やオンライン監督用など）の台数

※「テレワーク」：テレワーク用端末(ＰＣ等）の台数

上下水道局 ３８

建設局

モバイルは令和３年度中に
次の台数となる予定

　総務用地部　　　　　　８
　道路部　　　　　　　　　５
　公園緑地部　　　　　　９
　河川部　　　　　　　　１４
　東部整備事務所　　１３
　西部整備事務所　　１３
　区役所　　　　　　　　３３

技術監理局

土木

建築都市局 ２３建築
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３．北九州市ＤＸ推進計画【概要版】
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【出典】北九州市ＤＸ推進計画 概要版


